
63 

論

文

紹

介

『若越郷土研究』（福井県郷土誌懇談会）



若
越
郷
土
研
究

二
七
巻
四
号

64 

越

前

三

国

の

地

名

柴

田

知

明

守
明
新
』
三
四
号
昭
和
五
七
・
三

こ
れ
は
著
者
の
遺
稿
で
あ
る
。
著
者
は
、
三
国
を

文
字
ど
お
り
三
つ
の
固
と
い
う
意
味
に
解
し
、

三
つ
の
国
と
し
て
、

ω加
越
山
地
を
含
む
竹
田

北
の
地
域
、
間
九
頭
竜
川
以
北
の
い
わ
ゆ
る
坂
井
平

野
、
同
九
頭
竜
川
以
西
の
川
西
地
域
を
あ
げ
て

し
か
し
評
者
の
見
解
で
は
、
柴
田
氏
の
説
は
根

薄
弱
の
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
士
口
い
地
名
の
語
源
を

言
語
学
的
に
解
明
す
る
こ
と
は
不
可
能
に
近
い
。
わ

れ
わ
れ
は
紀
記
以
前
に
さ
か
の
ぽ
る
言
語
資
料
を
何

も
有
し
な
い
か
ら
で
あ
る
。
(
杉
原
丈
夫
)
そ
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